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・本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上
の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究
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私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
・ ＜�出版者著作権管理機構　委託出版物＞
・本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される場合は，そのつど事前に，�出版者著作
権管理機構（電話 03－3513－6969，FAX 03－3513－6979，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
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　昨年の 3 月 11 日以降，各委員の先生方の本誌あとがきには震災の話が幾度も
取り上げられています。本号あとがきを書いております 2 日前，前夜，そして本
日と連日のように地震を感じています。私自身も原発も含め落ち着かない日をお
くっています。首都直下型が襲来したときには，東北復興の支援どころか被害は
日本全体に及びます。不安を煽るのも問題ですが，少しでも心の準備をしておき
たいところです。
　4 月号は特集として「最新の漢方診療」ということで，漢方診療の総論に始ま
り，耳鼻咽喉科の疾患のうち，難聴・耳鳴，めまい，アレルギー性鼻炎，副鼻腔
炎，咽喉頭異常感症，上気道炎・インフルエンザについて漢方の有用性，使用法
について概説していただきました。日常の耳鼻咽喉科診療で，比較的手軽に使用
している漢方ですが，やはり個々の患者への処方の選択や，副作用については，
クリアカットに判断できないことも多々あります。本特集で少しでも多くの先生
がスッキリと理解されることを期待しています。
　「目でみる耳鼻咽喉科」には耳鼻咽喉科医がしばしば経験する Wegener 肉芽腫
症のうち，とくに声門下狭窄を呈した症例がわかりやすく書かれています。
　原著としては EB ウイルス関連血球貧食症候群の症例報告と一施設における突
発性難聴の統計について検討した論文，また，腐食性咽頭喉頭食道炎を再建した
症例報告が掲載されています。いずれも日常診療の場で役立つ知識や，常に念頭
においておくべき疾患です。
　本誌では，開業されている先生，第一線の病院で勤務されている先生からの貴
重な論文投稿が掲載されております。大学に入局された若い先生は特に症例報告
をまとめることの大切さを認識して，数多くの論文を投稿して欲しいと思います。
　4 月は年度の始まりですが，診療，研究，教育のすべてあるいは，いずれかに
かかわっておられる読者の先生方がぜひフレッシュな気分でリセットスタートさ
れることを祈っております。 （吉原俊雄）
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